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研究成果の概要（和文）： 
日本的な紙が形成された平安・鎌倉時代に、不純物を完全に除去する純繊維紙（歴史呼称「繭

紙」）、澱粉を添加する澱粉紙（歴史呼称「杉原紙」）という和紙分類があったことは従来から想
定されていたが、さらに繊維内の柔細胞の繊維間接着力を利用した柔細胞紙（歴史呼称「美濃
紙」）の位置も高いことが明らかになった。コンサヴェーター・研究者が、それを分別するため
の検鏡・密度・簀目・糸目計測の手法のマニュアルと和紙修復研究のデータベースシステムを
作成した。 
  

研究成果の概要（英文）： 
 It had been assumed that there were two types of paper , that is, pure fiber paper 
(historical name "Mayu-gami") and starch added paper (historical name 
"Suibara-gami") in the Heian-Kamakura era when methods of Japanese paper making 
was formed. We discovered that  the parenchyma-cell paper (historical name 
"Mino-gami"）also had a important position. For coservaters and researchers, we made 
the  manual of how to distinguish above mentioned 3 types of paper by microscope etc. 
and the Data-base system for restoration and analysis of the old paper. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究の背景は以下の三点であった。 
(1)東京大学史料編纂所に存在する技術部修
復室の古文書修復の仕事に研究者が参加し、
文化財保存技術とそこから獲得される研究
情報を学界レヴェルで共有化すること。 
(2)文理融合の観点。東京大学農学生命科学研
究科の製紙科学研究室と史料編纂所の間で

和紙をめぐって協同的な研究を行うこと。 
(3)大学と歴史系博物館の間での古文書の現
物をめぐる共同的な研究の試行。ちょうど、
史料編纂所の所蔵品が新館書庫の耐震性の
弱さのために九州国立博物館に移動すると
いう事態があり、これが逆に九州国立博物館
との共同研究の条件となった。 
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２．研究の目的 
 研究の目的は、歴史史料に使用された和紙
を材質科学的な視点から研究し、和紙を物理
的に分類する基準を確定することにあった。
そのための具体的目標として以下を掲げた。 
(1)中世和紙の大部分をなす楮紙は、繊維の洗
浄度、不純物・填料の有無を基準として、(ｲ)
繭紙（ほぼ完全に洗浄・漂白した楮繊維から
なる純繊維紙）、(ﾛ)強張紙類（こわはり紙。
灰煮後の洗浄を完遂せず、繊維以外の不純物
が多い紙）、(ﾊ)澱粉紙（米糊を添加した料紙）
に区分することができるが、それを確実に物
理分類するための技法を確定する。 
(2)それにもとづいて、修復者・研究者で共有
できるような楮紙の物理分類にもとづいた
調査分類マニュアルを作成する。 
(3)上記を反映し、修復者と研究者が調査情報
を共同で確認・蓄積できる実務的な和紙材質
記録システムを作成する。 
３．研究の方法 
 史料和紙の物理分類という研究は、歴史史
料の保存を優先的な条件として行われなけ
ればならず、それを考慮して以下のような研
究方法をとった。 
(1)重量・密度計測・測色計・光沢計の使用、
さらに透過光写真をふくむ多様な写真、（和
紙調査の実情からいって）携帯用の反射光顕
微鏡による検鏡などの多様な非破壊観察が
必要となる。これによって料紙の大分類をさ
らに細分類することができる可能性が確認
された。 
(2)上記分類のうち、繊維以外の不純物が多
い強張紙類と経過的に名付けた料紙につい
ては、これまで分析が少なくを研究を集中し
た。経験的に膜のようなものがみえるという
代表者の所見を前提として、膜を検鏡におい
て視覚化するための方途を探った。結局、第
一に十分に強い直接光源（ライトパネル）を
あててみようという修復側のアイデアによ
ってそれが確認され、第二に、それを前提に
製紙科学研究者と議論し、十分に精度の高い
高性能顕微鏡（微分干渉・位相差）のデジタ
ル画像によって確認する手法を採用した。そ
の際、楮繊維自身を染色する作業を製紙科
学・修復側の双方で行った。 
(3)詳細な調査は、今回、東京大学人文科学
研究科所蔵東大寺文書を選択した。詳細な調
査は、歴史史料が修復事業の対象となる機会
をとって行う必要がある。 
(4)史料和紙と似た料紙の作成実験は自由な
検査が可能であって、これを美濃紙の製紙を
行っている長谷川和紙工房に依頼した。初歩
的なものであるが、歴史和紙の復元製作研究
という手法となった。 
(5)和紙の物理分類のために最終的に重要に
なのは、研究者が古文書調査で持ち歩く、携
帯用顕微鏡による検鏡観察の精度をあげる

ことである。そのために繊維・不純物・柔細
胞・澱粉などについての典型的な画像を分
析・確定し、共有する方法をとった。 
４．研究成果 
(1)楮紙の物理分類を①純繊維紙、②澱粉紙、
③柔細胞紙とし、その分類基準の概略を明ら
かにした。 
①純繊維紙とは、洗浄と日照漂白による非繊
維物質・不純物・柔細胞などの除去、（顕微
鏡観察では）溜漉き風の網目状繊維などを特
徴とする純白の料紙であり、打紙加工されて
いる場合もあって光沢度も高い。最上級の紙
で、中国にも輸出された。上製は簀目が細く、
かつ紙の表面に繭のような細かい皺がある。
歴史用語では材質呼称では「繭紙」、書札礼
呼称では「引合」といわれる。 
②澱粉紙は、米粉が入っている紙であって、
簀目・糸目が目立ち、柔らかく、顕微鏡観察
により、米糊澱粉の含有が確認され、非繊維
物質は相対的に少ない。書札礼用語では鎌倉
時代から「杉原紙」であるが、室町幕府奉行
人奉書（竪紙）は澱粉の含有率が約８０％に
達する。江戸時代の越前奉書は、この系列を
引く上製の奉書紙である。 
③柔細胞紙は、洗浄・漂白による非繊維物質
の除去が弱く、むしろ非繊維物質を利用して
紙の特色を作る紙である。杉原に似た簀目が
やや太く顕著で茶色の強紙と、やや薄手でパ
リパリしたツヤのある美濃紙系に分かれる。
前者の強紙は類例が少なく物理分類が不十
分に終わったが、萱簀を使用した荒々しい雰
囲気の紙で、歴史用語では材質呼称では「松
皮紙」、書札礼用語では「強杉原」と呼ばれ
た。室町将軍家の安堵御判御教書を典型とす
るが、女房奉書の一部や秀吉朱印状の料紙も、
この系列に属する紙である。後者の美濃紙系
は、顕微鏡観察で繊維間に柔細胞の膜が形成
されている様子を確認することが可能で、黄
色く、パリパリ感がある。典型的なものでは、
簀のひごが細く、寸あたり２０本以上。糸目
の幅が一般に広く、３，５～５センチにもな
る。東大寺文書の調査によって、これは平安
時代から雑紙系の料紙にも多いことが確認
できた。また白い上質の柔細胞紙（美濃白薄
と仮称）も南北朝段階からあることが同じく
東大寺文書の美濃の荘園文書で確認された。 
(2)上記の楮紙三大物理分別とその内部分類
のために必要な和紙観察の技法についてマ
ニュアルを作成した。製紙科学的な立場から
の視点を入れた、検鏡・密度・簀目・糸目計
測の手法のマニュアルである。 
(3)和紙の物理分析の詳細情報は、古文書の
修復過程で作成し、修復報告の付属記録とし
て残すことが必要である。そのためには、文
書目録・紙質調査台帳・修復記録の機能を併
有する和紙の修復研究システム・データベー
スシステムの構築が必要であり、それを作成



した。 
(4)以上の趣旨を和紙科研のホームページを
構築して公開した。 
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